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高
校
を

卒
業
し
た

娘
が
お
友

達
と
卒
業

旅
行
へ
行
っ

て
き
ま
し
た
。
年
頃
の
女
子

と
父
親
の
間
で
、
普
段
は
会

話
ど
こ
ろ
か
返
事
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
旅
行
が
よ
ほ
ど

楽
し
か
っ
た
の
か
「
ど
こ
で

何
々
し
て
」
と
あ
れ
こ
れ
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
話
し
た

く
て
し
ょ
う
が
な
い
の
で

す
。
娘
の
話
を
聞
き
な
が
ら

阿
弥
陀
経
が
頭
に
浮
か
び

ま
し
た
。◆
お
経
は
ど
れ
も

お
弟
子
の
質
問
に
お
釈
迦

さ
ま
が
お
答
え
に
な
る
形

で
説
か
れ
て
い
ま
す
が
、
阿

弥
陀
経
は
お
釈
迦
さ
ま
が

お
弟
子
の
舎
利
弗
さ
ん
に

「
あ
の
な
」「
そ
ん
で
な
」「
ど

な
い
思
う
」「
よ
う
聞
け
よ
」

と
一
方
的
に
お
説
き
に
な
る

の
で
す
。
お
浄
土
の
素
晴
ら

し
さ
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
功
徳

を
説
か
ず
に
お
れ
な
い
、
こ

れ
だ
け
は
聞
い
て
く
れ
と
、

お
釈
迦
さ
ま
も
、
舎
利
弗

さ
ん
も
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

お
説
法
を
喜
ば
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。◆「
今
現
在

説
法
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
喜
び
が
そ
の
ま
ま
今
こ
の

私
に
届
い
て
い
る
こ
と
が
有

る
こ
と
難
し
で
す
。

三
月
十
四
日
、
阪
神
北
組

願
勝
寺
に
て
、「
第
一
回
な
も

ナ
モ
キ
ャ
ン
パ
ス
in
宝
塚

花
ま
つ
り
の
つ
く
り
方
」
と

題
し
、「
少
年
連
盟
指
導
者

研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

「
な
も
ナ
モ
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と

は
、
教
区
少
年
連
盟
主
催
の

も
と
「
こ
れ
か
ら
子
ど
も
会

を
始
め
よ
う
と
考
え
て
い

る
」、「
今
よ
り
も
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
し
た
い
」
と
い
う
寺
院

及
び
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
行

わ
れ
る
事
業
で
あ
る
。

全
三
回
に
分
け
て
行
わ
れ

る
こ
の
度
の
研
修
テ
ー
マ
は

「
花
ま
つ
り
」。
一
回
・
二
回

の
事
前
研
修
を
経
て
、
三
回

目
に
、
研
修
参
加
者
が
ス

タ
ッ
フ
と
な
り
、本
番
の
「
花

ま
つ
り
」
を
開
催
す
る
。

第
一
回
目
の
今
回
は
、
少

年
連
盟
よ
り
五
名
の
ス
タ
ッ

フ
が
、
其
々
ど
の
様
な
形
で

花
ま
つ
り
を
行
っ
て
い
る
の

か
を
紹
介
。
そ
の
後
、
事
例

紹
介
を
う
け
て
全
体
会
を
行

い
、
研
修
三
回
目
の
本
番
を

ど
の
よ
う
な
も
の
に
し
て
い

く
の
か
に
つ
い
て
、
受
講
者

が
中
心
と
な
っ
て
意
見
を
交

換
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
あ
り
方

や
役
割
分
担
、
ス
タ
ッ
フ
の

心
構
え
等
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
、
自
分
た

ち
に
は
ど
の
様
な
花
ま
つ
り

が
出
来
る
の
か
、
ど
ん
な
も

の
に
し
て
い
き
た
い
の
か
に

つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
た
。

全
体
会
の
中
で
は
、「
子

ど
も
達
が
楽
し
む
こ
と
も
大

切
だ
が
、
参
加
の
大
人
や
ス

タ
ッ
フ
も
、
子
ど
も
達
と
一

緒
に
楽
し
む
こ
と
も
大
切
で

は
な
い
か
」
と
の
意
見
も
挙

が
り
、
本
番
の
花
ま
つ
り
に

向
け
て
様
々
な
示
唆
が
示
さ

れ
た
研
修
と
な
っ
た
。

本
番
当
日
は
、
研
修
参
加

者
が
主
体
と
な
り
、
子
ど
も

大
人
も
皆
が
楽
し
め
、「
参
加

し
、
お
参
り
し
て
良
か
っ
た

な
ぁ
」
と
全
員
が
喜
べ
る
よ

う
な
花
ま
つ
り
を
目
指
す
。

阪
神
東
組 

安
養
寺  

芦
谷
嘉
久
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facebook



僧
侶
へ
の
第
一
歩

〜
得
度
習
礼
へ
向
け
て
〜

真剣な表情で

2

三
月
二
十
五
か
ら
一
泊
二

日
の
日
程
で
「
兵
庫
教
区
得

度
習
礼
講
習
会
」
が
開
催
さ

れ
、
教
区
内
外
よ
り
十
五
名

が
参
加
し
た
。

本
講
習
会
は
、
足
袋
・
白

衣
・
黒
衣
・
五
条
袈
裟
の
被

着
法
、
衣
の
畳
み
方
、
僧
侶

の
心
得
、
勤
行
（
主
に
正
信

偈
）、
内
陣
出
仕
の
作
法
な

ど
、
僧
侶
と
し
て
の
基
礎
的

要
素
の
修
得
を
目
的
と
し
て

い
る
。

講
習
は
、
僧
侶
の
心
得
を

教
務
所
長
が
、
勤
式
を
教
区

勤
式
指
導
員
の
和
田
宏
之
師

（
揖
龍
東
組
源
徳
寺
）、
元
得

度
習
礼
所
指
導
員
の
山
本
英

信
師
（
高
砂
組
西
法
寺
）
が

担
当
。

講
習
当
初
は
、
白
衣
の
着

崩
れ
や
輪
袈
裟
の
紋
の
ず
れ

な
ど
、
衣
体
の
乱
れ
が
目

立
っ
た
が
、
講
習
が
進
む
に

連
れ
、
僧
侶
ら
し
く
威
儀
を

整
え
た
姿
に
変
わ
っ
て
い
く

受
講
者
も
。

講
習
の
最
後
は
、
普
段
は

椅
子
席
の
別
院
内
陣
に
畳
を

入
れ
、
得
度
習
礼
所
と
同
じ

今
年
も
ま
た
桜
花
が
散
っ

て
し
ま
っ
た
。
真
綿
が
ふ
く
ら

ん
だ
よ
う
に
勢
い
盛
ん
に
咲
き

誇
っ
た
花
弁
も
、
わ
ず
か
な
時

を
経
て
散
り
去
っ
て
し
ま
っ

た
。こ

の
時
ば
か
り
は
、「
あ
あ
、

人
生
は
無
常
だ
な
」
と
、
心
寂

し
く
想
う
の
は
、
日
本
人
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
に
刻
み
込
ま
れ
た
本
能

的
な
感
性
の
な
せ
る
ワ
ザ
か
。

し
か
し
そ
の
反
面
、心
底
で
は
、

春
の
嵐
に
乱
舞
す
る
桜
吹
雪

の
勇
ま
し
さ
に
生
命
の
勢
い
を

感
じ
て
い
る
私
で
は
あ
る
の
だ

が…

。
さ
て
、
人
は
何
を
思
う
の
だ

ろ
う
か
。

今
か
ら
お
よ
そ
二
千
五
百

年
前
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
麓
に

あ
っ
た
釈
迦
族
の
営
む
小
さ
な

国
の
王
子
と
し
て
生
ま
れ
た

ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
は
、

何
不
自
由
な
い
華
や
か
な
日

常
を
送
っ
て
い
た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
繊
細
な
感
受
性

ゆ
え
に
大
き
な
苦
悩
を
抱
え

た
の
だ
。
そ
れ
は
、
こ
の
世
に

生
を
受
け
た
限
り
、
老
い
病
み

死
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い

事
実
で
あ
っ
た
。

人
は
何
の
た
め
に
生
き
る
の

か
、
彼
は
こ
の
苦
悩
を
解
決
す

る
た
め
に
、
二
十
九
歳
の
時
、

そ
れ
ま
で
の
裕
福
な
生
活
の

す
べ
て
を
投
げ
捨
て
て
一
人
の

出
家
修
行
者
と
な
っ
た
。
そ
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
苦
行
を
越
え

瞑
想
を
通
し
て
一
つ
の
真
理
を

悟
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
世
に

現
れ
る
す
べ
て
の
物
事
の
あ
り

方
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
悟
っ
て
、

ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
は

ブ
ッ
ダ（
仏
陀
＝
目
覚
め
た
者
）

と
成
ら
れ
た
。
我
々
は
彼
を
、

釈
迦
牟
尼
世
尊
つ
ま
り
釈
迦

族
の
聖
者
（
牟
尼
）
で
あ
り
世

に
も
尊
い
方
（
世
尊
）
と
尊
称

し
、つ
づ
め
て
釈
尊
と
讃
え
る
。

さ
て
、そ
の
真
理
と
は
何
か
。

釈
尊
は
次
の
よ
う
に
説
か

れ
る
。

こ
の
宇
宙
に
現
れ
る
す
べ

て
の
物
事
の
一
つ
ひ
と
つ（
果
）

は
、
原
因
（
因
）
に
無
数
の
条

件
（
縁
）
が
加
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
形
と
な
っ
て
現
れ
（
因

縁
生
起
）、
す
べ
て
が
因
と
縁

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る

（
因
果
の
道
理
）、
と
。
だ
か
ら

す
べ
て
の
物
事
は
、
刻
一
刻
と

変
化
す
る
無
数
の
縁
に
よ
っ

て
常
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く

移
り
変
わ
り
（
無
常
）、
永
遠

に
変
わ
る
こ
と
の
な
い
不
滅

の
実
体
な
ど
何
一
つ
存
在
し

な
い
の
だ
（
無
我
）、
と
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
テ
レ
ビ
の

Ｃ
Ｍ
で
よ
く
聞
か
れ
る
の
が
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
と
い
う
言
葉

で
あ
る
。
老
い
の
変
化
に
対
抗

し
よ
う
と
い
う
こ
と
か
。
あ
る

女
性
の
写
真
を
見
せ
て
、
幾
つ

だ
と
思
う
か
と
問
い
、
実
際
の

年
齢
を
聞
い
て
そ
の
若
々
し
さ

に
驚
く
、
そ
の
上
で
コ
ラ
ー
ゲ

ン
た
っ
ぷ
り
の
化
粧
品
を
勧
め

る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
だ
。

す
べ
て
は
移
り
変
わ
る
と

頭
で
は
解
っ
て
い
て
も
、
さ
て

自
分
の
こ
と
と
な
る
と
、
な
ん

と
か
私
だ
け
は
い
つ
ま
で
も
変

わ
ら
ず
に
あ
り
た
い
と
い
う
思

「
無
常
」と
い
う
こ
と

6回継続全6回 （第3回）

い
が
捨
て
切
れ
な
い
の
だ
。
か

く
言
う
私
も
、
頭
を
剃
り
続

け
て
い
る
の
は
目
立
っ
て
増
え

て
き
た
白
髪
を
見
た
く
な
い

た
め
で
も
あ
っ
た
。
情
け
な
い

こ
と
で
あ
る
。
釈
尊
は
そ
の「
い

つ
ま
で
も
若
く
あ
り
た
い
」
と

自
分
に
執
着
す
る
心
（
我
執
）

が
苦
し
み
を
生
む
原
因
で
あ

る
と
お
諭
し
に
な
る
。

「
ご
院
さ
ん
、
今
日
は
大
根

と
白
菜
を
持
っ
て
き
た
よ
。
白

菜
は
虫
が
喰
う
て
あ
ん
ま
り
エ

エ
こ
と
な
い
け
ど
ね
」
と
、
ニ

コ
ー
っ
と
微
笑
み
な
が
ら
、
手

作
り
の
野
菜
を
自
転
車
の
荷

カ
ゴ
一
杯
に
し
て
持
っ
て
来
て

く
れ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
居
て

く
だ
さ
る
。

私
に
は
、
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
シ
ワ
ク
チ
ャ
（
失
礼
！
）

な
笑
顔
が
こ
の
上
な
く
美
し

く
神
々
し
く
思
え
る
の
だ
。
私

も
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う

に
上
手
く
（
＝
自
然
に
）
年
を

取
り
た
い
な
。

「
顔
は
シ
ワ
ク
チ
ャ
で
も
、

心
か
ら
笑
え
る
生
き
方
が
で

き
た
ら
、
そ
の
人
の
笑
顔
は
一

番
美
し
い
！
」

　

    

揖
龍
西
組
西
法
寺
住
職

岩　

谷　

教　

授

形
式
で
内
陣
出
仕
し
て
の
、

正
信
偈
（
行
譜
）
六
首
引
（
巡

讃
）
の
実
習
が
行
わ
れ
た
。

本
講
習
会
で
は
、
教
区
寺

院
子
弟
及
び
仏
教
青
年
連
盟

よ
り
六
名
が
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
協
力
。
講
習
時
間
以
外
で

の
生
活
指
導
や
食
事
の
準
備

な
ど
、
生
活
の
面
で
受
講
生

を
支
え
た
。

平
成
二
十
九
年
度
は
、
平

成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
三

月
三
十
日
（
金
）
〜
三
十
一

日
（
土
）
の
日
程
に
て
開
催

さ
れ
る
。

現
在
、
受
講
希
望
者
並
び

に
、
協
力
い
た
だ
け
る
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
中
。
詳
細
は

教
務
所
ま
で
。
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西畑博亮氏

3

―
第
166
回
定
期
教
区
会
―

―
第
166
回
定
期
教
区
会
―

教
区
会
新
副
議
長
決
定

教
区
会
新
副
議
長
決
定

三
月
二
十
四
日
、
次
年
度

の
教
区
活
動
方
針
の
説
明

並
び
に
、
予
算
案
の
審
議
を

目
的
と
し
、
第
一
六
六
回
定

期
教
区
会
が
招
集
さ
れ
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
大
川

久
夫
氏
が
宗
会
議
員
に
就

任
さ
れ
教
区
会
副
議
長
を

退
任
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

教
区
会
副
議
長
選
挙
が
行

わ
れ
た
。

選
挙
は
、
立
候
補
者
一
名

の
た
め
投
票
を
行
わ
ず
当

選
者
が
決
定
さ
れ
、
新
副

議
長
に
、
西
畑
博
亮
氏
（
北

摂
組
照
願
寺
門
徒
・
教
区

会
議
員
就
任
三
期
・
教
区

門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会

会
長
）
が
選
出
さ
れ
た
。

続
い
て
の
予
算
案
審
議

で
は
、
出
席
議
員
全
員
の
賛

成
に
て
平
成
二
十
九
年
度

予
算
が
決
定
さ
れ
た
。

（
下
段
参
照
）

△ 440,000
△ 410,000
△ 30,000
△ 690,000
△ 790,000
100,000
100,000
100,000
350,000
350,000

△ 9,280,000
△ 9,280,000

△ 5,641
△ 5,641

△ 4,644,359
△ 4,644,359
△ 14,610,000

1,710,000
1,750,000
△ 40,000
△ 400,000
△ 400,000
△ 220,000
△ 220,000

△ 5,390,000
△ 4,290,000
△ 200,000
△ 900,000

△ 3,305,000
△ 3,305,000
△ 7,005,000
△ 6,505,000
△ 500,000

△ 14,610,000

71,500,000
71,270,000
230,000

28,740,000
19,640,000
9,100,000
4,500,000
4,500,000
3,880,000
3,880,000
11,310,000
11,310,000
2,875,641
2,875,641
14,644,359
14,644,359
137,450,000

40,190,000
36,540,000
3,650,000
3,840,000
3,840,000
250,000
250,000

74,620,000
65,420,000
8,100,000
1,100,000
9,370,000
9,370,000
9,180,000
7,680,000
1,500,000

137,450,000

71,060,000
70,860,000
200,000

28,050,000
18,850,000
9,200,000
4,600,000
4,600,000
4,230,000
4,230,000
2,030,000
2,030,000
2,870,000
2,870,000
10,000,000
10,000,000
122,840,000

41,900,000
38,290,000
3,610,000
3,440,000
3,440,000
30,000
30,000

69,230,000
61,130,000
7,900,000
200,000

6,065,000
6,065,000
2,175,000
1,175,000
1,000,000

122,840,000

［歳出の部］

［歳入の部］

1

2

3

4

5

6

7

1
2

1
2

1

1

1

1

1

本 年 度 賦 課 金
過 年 度 賦 課 金

各 種 助 成 金
地 方 事 務 費

願 記 手 数 料

会 費 収 入

繰 入 金

雑 収 入

繰 越 金

1

2

3

4

5

6

1
2

1

1

1
2
3

1

1
2

実 践 運 動 費
組 教 化 助 成 費

会 議 費

宗 会 選 挙 費

職 員 費
事 務 所 費
災 害 対 策 費

回 金

第 一 予 備 費
第 二 予 備 費

 款 項 費　　　　目 平成29年度予算額 平成28年度予算額 対比△減

 款 項 費　　　　目 平成29年度予算額 平成28年度予算額 対比△減

2017（平成29）年度 兵庫教区一般会計歳計予算
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

歳 入 合 計

歳 出 合 計

賦 課 金

宗 派 交 付 金

願 記 手 数 料

会 費 収 入

繰 入 金

雑 収 入

繰 越 金

教 化 事 業 費

会 議 費

宗 会 選 挙 費

教 務 所 費

回 　 　 　 　 　 　 金

予 備 費

 にし はた ひろ あき



期　日

会　場

ご法話

催　し

ホームページ facebook

（　　　 　　　　）

4

神
戸
別
院
で
は
、親
鸞
聖

人
ご
誕
生
の
月
で
あ
る
五

月
に
、ご
誕
生
を
お
祝
い
し

て「
宗
祖
降
誕
会
」の
法
要

を
お
勤
め
し
、様
々
な
祝
賀

行
事
を
行
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、ご
家
族
ご
友
人

を
は
じ
め
、有
縁
の
方
々
お

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、ご
参

拝
く
だ
さ
い
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
参
り
を

　
　
　
　
　   

〜
別
院
宗
祖
降
誕
会
〜

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
参
り
を

　
　
　
　
　   

〜
別
院
宗
祖
降
誕
会
〜

『カルトについて考える』 
総代研修会のご案内
『カルトについて考える』 
総代研修会のご案内

 facebook

や
っ
て
ま
す

　

教
務
所
・
別
院
で
は
、
研

修
会
や
行
事
の
告
知
に

facebook

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）

を
活
用
中
。
行
事
の
様
子
な

ど
最
新
情
報
も
随
時
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
。
ア
カ
ウ
ン
ト
が
無

く
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

閲
覧
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
一
度

ア
ク
セ
ス
を
！

 

Q
R
コ
ー
ド
を
チ
ェ
ッ
ク

　

教
務
所
・
別
院
で
は
、
出

版
物
や
行
事
案
内
・
チ
ラ
シ

等
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

facebook

の
Q
R
コ
ー
ド
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯

電
話
で
教
区
・
別
院
の
最
新

情
報
に
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
可

能
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
！

祝賀行事として、抹茶接待（兵庫大学
茶道部）や出店・三味線の演奏（花隈
モダンタウン協議会）を予定
※花隈モダンタウン協議会：花隈地区（別
院所在地区）の活性化を目指す花隈地
域の事業者を中心とした協議会

川本法綱師
（本願寺派布教使・兵庫県多可郡西教寺）

本願寺神戸別院
〒650-0011
神戸市中央区下山手通8-1-1

2017（平成29）年5月28日（日）
　午後1時30分～

再
販
の
お
知
ら
せ

『
千
問
書
』・『
新
研
修
読
本
』

増
刷
し
ま
し
た

好
評
に
つ
き
完
売
し
て
お

り
ま
し
た
『
千
問
書
（
一
冊

百
円
）』『
新
研
修
読
本
（
一
冊

千
五
百
円
）』（
共
に
兵
庫
教

区
発
行
）
を
増
刷
い
た
し
ま

し
た
。
三
千
円
以
上
ご
注
文

で
送
料
・
振
込
手
数
料
無
料
。

ご
注
文
は
教
務
所
図
書
ま
で

☎
〇
七
八-

三
四
一-

五
九
四
九

仏
華
の
研
修
を
行
い
ま
す

下のQRコードからアクセス又はフェイスブックで
「本願寺神戸別院」を検索！

下のQRコードからアクセス又はフェイスブックで
「本願寺神戸別院」を検索！

〒６５０-００１１ 神戸市中央区下山手通８丁目１番１号
（本願寺神戸別院内）
TEL （０７８）３４１－５９４９（代）
FAX （０７８）３４１－8526

浄土真宗本願寺派　兵庫教区教務所

日　時

会　場

講　師

参加費

申込み

瓜 生   崇 師
真宗大谷派玄照寺住職
日本脱カルト協会理事

神戸別院

5月23日（火）
　13時～15時15分

主　催 教区寺族婦人会連盟

会　場 神戸別院

◆ お問合せは教務所まで ◆
その他 花瓶をお持ち下さい

募集人数 20～25名程度

期　間 平成29年度中4回予定
（1回2時間程度）
※期日決定次第案内

無料

教務所宛に電話・FAX
にてお名前と人数をお
知らせください。

 う りゅう たかし


